












要約、従来の EPPS 検査においては、一貫性得点の低い者は検査の信頼度の問題から除外

されることになっているが、今回我々は一貫性得点の低い者に着目し思春期喘息患者と一

般高校生における出現頻度について比較検討した。その結果、思春期喘息患者群の方が一

貫性得点の低い者が有意に多く認められた。


